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X 線検査により、血糖測定値やセンサーの
動作に影響が生じる可能性が否定できません。

当院では、原則として検査時には
センサーを外すことをおすすめしています。

ご本人のご判断により、センサーを装着したまま
検査を受けることも可能です。

現在、FreeStyle リブレ等の持続血糖測定センサー（CGM）を
装着されている方は、X 線検査（胸部X 線・胃X 線・CT など）に際し、

以下をご確認ください。

装着したまま検査を受けた場合、検査後の測定値や機器
動作については、 当院では保証できないことをあらかじめ
ご了承ください。ご不明な点がございましたら、スタッフまで
お気軽にお声がけください。


